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關を颯爽ナこる意氣を以て突破せられますぴとを私は衷心より切望して止
まないのであります、私の今日の御挨拶は之を以て終りと致します。
　　　　　　　　　渡邊司法大臣演説
　諸君、私は過日神宮球揚に於きまして、最後の早慶野球戦が行はれまし
実嘗日、之を見物して居りまして、早稻田の學生諸君が能く奮闘せられま
して大勝利を得られ、雷日唯今承まりました所の校歌も之を承はり、早稻
田大學に勤する奪敬の念、又早稻田大學學生諸君に勤する親しみの情を深
く致して居ったのでありまするが、今日圖らすも、此法學部の大會に出席
致す機會を得まして、親しく諸君と相見え、此有名なる校歌を特に私の爲
めに御唱へ下さつたと云ふことは、實に感激に堪へない次第であります。
私は諸君が彼の球揚に於ける如き意氣を以て、就會の各方面に盆柔活躍せ
られんこと」を、衷心より希望致す次第であります。私は本日の會に出席致
しまして、何か申上げるやうにと云ふ再三幹部の方より御話しのありまし
実際に、本日は十時より用事ガありますので、之を御蜥はり致したのであ
りますが、達つての御希望でありました爲めに、弦に出席致しましたやう
な次第で、籔分間私の所懐を申述べて見ナこいと存するのであります。
　諸君は法學を專修せられて居るのであります。所謂法律を專門として學
んで居られるのであります。私は此專門と云ふことに就て、李生考へて居
ります所を、簡輩に申述ぺて見たいと思ふのであります。世の中が進んで
参りまして、各種の研究が深くなればなる程、專門が多くの部門に分れて
参るのは、諸君も御承知の通りであります。學問が敷多き部類に分れ、叉，
一の學問が幾多の部門に分れる、之は1文化の道行に於て、嘗然來なければ
ならない所の筋道であるのであります。
　併ながら此專門と云ふことは、其意味を若し取違へますと、却つて渦を
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致す虞がありまするから、私は專門と云ふことは、どう云ふものであるか
と云ふことにつき、私の一家言を申述ぺて見喪いと思ひます。能く世間の
言葉に小異を棄て大同に付くと云ふことを申すのでありますけれども、注
意を致さないと、專門と云ふことは大同を棄て・小異に付く、斯う云ふ二
とになるのであります。元來日本人はどう云ふ性癖があるかと云へば、大
同を棄て・小異に付くと云ふ性癖を持つて居るのであります。我日本人
位各種の事柄に付きまして、小異を取つて居るものはない。例へば音樂に
就いて申しましても、非常に種類が多く、叉其一つ一つに就いて申しまし
ても、非常に多くの流儀流派と云ふものがある。誰に就いて申しますれ
ば、寳生流とか観世流とか、金春、金剛、喜多と云ふやうに、五流に分れて居
ることは、御承知の通りであります。琴に就ても、其他の音曲に就て見て
も、樂譜の相違なら諒解が出來るが、流派といふものに分れて居て、一の
流派の人は、決して他の流派の音樂をやらない。叉花を生ける生花に致し
ましても、池の坊とか、古流とか、何流とか云ふやうに、各種の流派ガあ
るのであります。又絡に付きましても、南宗とか、北宗とか、四條派とか、
土佐派とか、非常に派が多い。我々が毎日口にする所の食物に付いて見て
も、我日本の如く各種の食物が濁立に嚢蓬し、濁立に其店舖を開いて居る
國は、世界中何塵に行つてもないのであります。又和歌の如き、唯人間の
心情を吐露すれば宜しいと思はれるやうなものに付いても、或は萬葉派で
あるとか、或は古今派であるとか、新派であるとか、奮派であるとか言つ
て、非常に派を立て・居るのであります。俳句も亦同じであります、是等
のことに、澤山の派のありますことから考へて見れば、不思議でないかも
知れませぬり’れども、宗教の如きに至つては、我日本の如く宗派の多く分
れて居る國はないのであります。瀞道は十三派に分れて居る。一の帥道で
あるが其流派と云ふものは十三派、佛教各派に至りましては、其管長を置
いて居る所の派と云ふものが、五六十派もあると云ふことであります。此
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の如く、日本入と云ふものは何事につけても、小異を立て・自から一派を
開いて、外の者と相勤抗して居るのであります。是等を以て專門と名づけ
得るかどうか、是等を專門であると云ふならば、一罷專門と云ふことは、
どう云ふ性質のものであるかと云ふことを、我々は考へさせちれるのであ
ります。
　世の中のことは研究が細目に這入れば這入るほど、互に力を分けて一部
門の研究に没頭して、それに貢獣すると云ふことは、止むを得ないことで
あります。例へば、馨學に致しましても、或は内科といひ、或は外科とい
ひ、或は婦人科といひ、或は小見科といひ、或は精祠！病、或は清化器病、或
は新陳代謝病と云ふやうな如く、一部門一部門に就いて研究を致して、其
研究し得たことを互に持合つて寄合つて、さうして或一般的の目的を達す
ると云ふのでありますれば、其專門と云ふことは、非常に宜しいことであ
ると思ひます。以上の各種の事實に就いて考へて見る時には・我々が俗に
專門と言ふ時に當つて・其專門に二つの意味が考へられると思ふ。一は協
力する爲めに仕事を分携すると云ふ意昧に於ける專門、協力する爲めの分
澹、カを合せる爲めの目的を以てする分櫓、さう云ふ專門があるのであり
ます。もう一つの專門は、先刻申述ぺました通り、我國に於ける宗教各派
の如き’・叉各種の藝術界に於ける入々の如き、互に相排斥し・孤立し、野
抗の歌態にある、斯う云ふ專門の有様は、之は互に排斥する爲めの割稼、
互に外のものを撃滅せんとする爲めに割稼して居るのである。之は先き
に私ガ申しましナこ、協力する爲めの分澹と云ふこと㍉形は似て居りまし
ても其精識二於て全く相反して居るのであります。我日本に於きまして
は、先刻私がいろいろ申述ぺ巽通り、各種の教派とか流儀とか云ふやうな
もの・多くは、互に排斥する爲めの割豫であるのでありまして、協力する
爲めの分謄と云ふものでは殆んどないのであります。共同の目的を達す
る爲めに或一つの仕事を引受ける、之を分捲する、さうして研究すると云
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ふ意味でなくして、外のものを排斥する爲めに、自から小異を建てる、さ
う云ふ意味の專門が甚だ多いと思ふのであります。排斥する爲めの割稼
も地山の石として見ることば出來るが、それはその目的ではない。それで
，ありますから、或る事柄を專門的に研究しようと云ふ時に、我々が考へな
ければならぬことは、協力する爲めの分控であつて、そこに共同の目的が
あつて其目的を達する爲めに・自分は其仕事の一部を荷ふといふ事でなけ
ればならない。之が協力の爲めの分罐で、今日の世の中に於きまして我々
が專門的に或る事を研究するには、此協力の爲めの分澹が必要であるので
ある。池を排斥する爲めの割稼と云ふやうな意味であつてはならないの
であります。然るに・我日本入は此の絶を排斥する爲めの割稼と云ふやう
な二とが、動もすれば、從來凡ての事柄の上に行はれて居つテこのでありま
すが爲めに、今日此思想界の混鼠に乗じましても・各種の闘雫と云ふやう
なことが行はれて、妄りに人を排斥し、階級闘雫を起さうとか、入を除却
して自分猫りが立つて行かうと云ふ、利己的の立揚よりして、所謂排斥す
ゐ爲めの割嫁を爲して居る傾がある。此の日本入の弱黙に乗じて・いろい
ろ間違つナこ思想等も這入つて來るのでありますから、諸君は是等我日本人
の持つて居る所の從來からの訣貼に深く鑑みられて、十分に反省し、考慮
される必要があると思ふのであります。
　叉法律學に就いて見ましても、私は自分は法律の學者ではないのであり
tますが、法律家又法律學者には密接な關係を以て居ります爲めに、法律を
取扱ふことを職務として居る人々、又は法律を取扱ふことを職業として居
ゐ人々の間に於ける、心理歌態に就いて時々感することがあるが、それは
矢張り、動もすれば排斥する爲めの割嫁と云ふやうな氣分が、少し現はれ
て來ることであります。それはどう云ふことであるかと云へば・よく法律
家は法律正義と云ふことを言ふのである。法律は肚會の正義を守るもの
とか法律は紅會の正義の現はれであるとか云ふ、それは正しいのでありま
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す。併ながら其考へをして行く内にどう云ふ考へになるかと云ふと法律
正義を以て至上なるものと考へて來る。法律正義以上に世の中に於て正
しいものはない、法律に燭れなければ其人は犯罪をしたのでないから・其
入は正しい人である。法律眼で批判した正義が最灌威ある正義である・
斯う云ふやうな考であります。併ながらも諸君が法律を硯究して居られ
る時に御考へにならなければならぬと思ふのは・法律正義よりも碕ほ大切
であり、叉尚ほカのあるものは肚會正義と云ふものであるといふことであ
ります。法律と云ふものは、之は通俗な言葉を以て申しますれば、一の約
束事であるのであります。時間的にも室聞的にも制限せらるぺきもので
あります。今日の立憲政治と云ふものは、多くの我々の租先の人々が考へ
て、如阿にし湘ならば多敷の人の意志の合致貼を見出し得ゐか、如何にし
牝ならば尤も合理的に多数の人の意志を合致せしめることガ出來るかと
云ふことを考ヘナこ結果、此立憲政冶と云ふものが一番それには便利な方法
であると云ふ所から、今日の政治形式が出來て來ナこと云ふ鐸であります。
此立憲政治の下に於きまして・其機關に依つて、或る法律が出來て居りま
する以上は、我々は其法律の存在する間其法律に從ふ、其法律を趣奉しな
ければならぬことは・申す迄もないことであります・併ながら昔に於きま
しては、此法律と云ふものは今日のやうな巧に考へられたる機關がなく、
法律正義と云ふものと杜會正義と云ふものとは屡ぶ合致せすして、互に相
背いて居たことがあるのであります。例へば忠臣藏の如きはそれであ々）
ます。其堂時に於きましても、今日に於きましても、赤穂四十七士と云ふ
ものは義士として杜會一般に賞め讃へられて居りますけれども、之は當時
の法律正義に照して見たならば、彼等は犯罪入であつた。併ながら杜會正
義の眼から見たならば彼等は義人であつたのであります。これは法律正
義以外に肚會正義なるものが有り得ることを明かにする爲めに、一例を申
述べたのであります。それでありますから、法律正義と云ふものは、常に
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肚會正義と必らすしも合致して居るものではない。今日の制度は、肚會正
義と法律正義とを合致せしむるに、尤も都合よき制度と考へられて居るの
ではありますが、今日の杜會制度に於きましても、法律正義が批會正義と
合致せざる時は、今日我々の持つて居る所の政治機關に依て其法律を改め
ることも出來るのであります。又法律の解繹も、今日に於ては祉會の攣遷
に件つて、自由に出來るやうに考へられて居るのでありますQ
　我々は・一方飽迄現存して居る所の・法筐及び其解繹に從はなくては
ならないのでありますけれども、諸君が法律を御研究になる時には、もう
少し大きな考を持つて、法律正義の以外に杜會正義と云ふものがあるこ
と、法律は道徳でなくてはならないのであるが、道穂は法律よりは爾一暦
廣い範團を持つて居ると云ふことを御考へになつて、法律と云ふ小さい所
にのみ立籠つて、さうして法律家も肚會人であると云ふことを忘れないや
うに願ひ西いのであります。法律を研究する所の書齋から、諸君が世の中
を見た其景色と、世の中の入が法律を研究して居る入を見る景色とは、必
らす旦しも常に同じではないのでありますから、諸君は先刻私の申しました
通り肚會至般の目的の爲めに、其一部を分澹して法律と云ふものを專門的
に研究されるのは、最も然かるべ：き二とであり又最も善い二とであります
るけれども、併ながら、折々は諸君は法律家であると云ふことを忘れて、
紅會人であると云ふ所に立還つて、高い所から大きな眼で世の中を見渡す
と云ふことがなければ、折角の協力の爲めの分携と云ふことカ㍉知らす識
らすの間に、排斥する爲めの割稼と云ふやうな形になるのでありますか
ら、此錨も亦十分に御考慮を願ひたいと思ふのであります。
　今日我々は、未だ曾て歴史になかつた所の、文明の恩恵に浴して居るの
であります。此文明と云ふものは、我々の租先が百千年に亘り、何千萬人
の入の勢力に依つて積上げて、さうして造り上けて來たところの、組先と
同胞との賜物であります。我々法律を研究して居るものも、今後此文明と
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云ふ大建造物をして、一暦大ならしめ、一暦光輝あらしめる爲めに、或人
は一の瓦をそれに寄與する人もあるでありませう、一の土蔓石を持つて來
る人もあるでありませう、叉一の釘丈でも持つて來て此文明と云ふ大きな
建築物に寄與するのも宜しい、諸君は其一の仕事を分謄して居られると云
ふことの、さう云ふ責任を感じ、さう云ふ希望を持ち、さう云ふ意昧に於
て、諸君は自重せられなければならないと思ふのであります。今日動もす
れは此の日本人の排斥する爲めの割嫁と云ふやうな性癖あるに乗じて、純
眞なる所の諸君の頭を飢して、諸君を誤らんとするものが少くない。諸君
は諸君の最も奪敬せなければならない・叉諸君の今日ある其原因となつて
居る所の禮先の遺業である、今日の戯會、今日の文明、文明とか祀會とか
云ふやうなものは、是は他の動物にはない人類特有の現象である、その肚
會、その文明を護るに於て、諸君は十分の豊悟を必要とする。諸君は專門
的の考を以て法律を研究せられるのは善いのでありますけれども、どうか
常に此証會此文明と云ふものを濫りに殿損せざるやうに、專心努力されん
ことを切望いたすのであります。以上甚だ簡輩でありますけれども、願は
くば、諸君は協力する爲めの分謄と去ふ精紳を以て、專門的に盆二法律を
御研究あらん二とを、切望してiLまないのであります。
　　　　　　　刑事補償法に就て
　　　　　　　　　　　　　　　法學博士泉二新熊氏
　私の演題は唯今御紹介になつたやうに此度制定されました刑事補償法
に關することでありますが、時間も割に短いのでありますが一寸此際諸君
の爲に一言祝幅したいことがある、唯今控へて居りましてお話を聞いて居
